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はしご兼用脚立 (60型)
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このたびは本製晶を、お買い上げいただきましてありが

とうございます。

乙の取扱説明書は、本製晶の使いかたと使用上の注意事

項について記載しています。ご使用前には必す、との取扱

説明書を陪軍司E諮詰置沼町商涌島.."謂宮町置温S厩彊1m軍E
直固E間扇E盲目・1:111話語同町四幅温白閉また、お読みに
なった後も、との取扱説明書をすぐに取り出せる所へ

大切に保存してください。A
.はしご兼用脚立は、正しく使われていないと

転倒や転落の危険があります。お使いに怠る

ときは、はしご兼用脚立の安定した状態を

確認してください。

.はしご兼用脚立は、昇降面の左右方向に転倒

しやすいので、十分注意してお使いください。

・この取扱説明書に書かれた使いかた以外の使

用方法や注意事項を守らすに、事故を起こされ

ても責任を負いかねますのでご了承ください。

表示マークについて

取扱説明書や製品のラベルに記載されているAマーク
付きの説明は、安全上、特|こ重要芯項目ですから、必す

お守りください。

ども危院
記載されている内容を守5芯ければ、死亡や重大芯事故
が生じる危険が極めて大きし1乙とを示します。

d込書告
記載されている内容を守ら砿ければ、死亡や傷害事故が
生じる危険があるととを示します。

A注意
記載されている内容を守ら芯ければ、けがや製品が破損
する恐れがあることを示します。
※破損したままで使用しますと、転倒や転落による傷害
事故の原因になります。

③ 

@ 

とのマークは、禁止(してはいけ芯いとと)を示し
ます。

乙のマークは、強制(必すするとと)を示します。

-段差があったり、凹凸があって安定しない

場所。

-はしとで使うとき、支柱の片側がジャリ

もう一方がコンクリート芯ど、左右の硬さ

が違う場所。

-脚立で使うとき、脚立がガタック場所。

-傾斜している地面や床、屋根の上。

-積雪している場所。

-その他、安定し芯い場所。

A警告 はしとや脚立が滑りやすい場所には、設置

③ 

し芯いでください。

設置場所が下記の状態では、転倒や転落
-凶ユ

A警告 人の出入口やドアの前には、設置し恕いで
③ 

ください。

出入りする人や開けたドアで、はしとや脚
鶴止

立が倒されて転倒や転落の恐れがあります。

~警告 雨の中や風の強い場所には、設置し思いで

③ 
ください。

濡れた踏ざんで滑ったり、強い風を受けて
-止

身体のバランスをく習志して、転倒や転落の

恐れがあります。

ム置告 足元や周囲がはっきり見え砿い暗がりに

S は、設置しないでください。足を踏み外したり、周囲の危険芯物に気付
割止

か主主いことが原因で、転倒や転落の恐れが

あります。

A注意 周囲に危険芯ものがある場所や、頭上に
③ 

障害物のある場所には設置し砿いでくだ

さい。
鶴止

転倒や転落の恐れがあります。
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く絵表示について〉

嘗告表示の要点が一目で理解できるように、嘗告ラベル

の中で絵表示を使用しています。

絵表示には下記の意昧があります。

困惑電注意
持ち運びゃ移動・設置時!こ、配電線lこ触れると感電して

危険であることを示します。

~可動圃や固闘で手をはさまないよう注意
脚立を開閉するときに、可動部や回転部芯どで手をはさ

む恐れがある乙とを示します。

圏との面肱闘です使用組
裏面を使うと聞き止め金具が破損して、転落の危険があ

ることを示します。

rn実板の上で爪先立ちするとと禁止
天板の上で爪先立ちすると、身体のバランスをくすして

、転倒する危険があるととを示します。

函聞き止め舗のロック忘れに注意

聞き止め金具のロックを忘れて使うと脚が開閉し、転倒

や転落の恐れがある乙とを示します。

[1J左右方向転倒に注意

バランスをくすして、転倒や転落の恐れがあることを示

します。

各部のなまえ

A危険ラベル
(ラベルナンパ 8-4-0) 

A危険ラベJレ / 天板
(ラベJけン昨日ー13ー0) / / Ls醐ラベル

(ラベルナンバー日ー15-0)

支柱

75・師判レ ¥i...--' ¥Lt.聞上の措ラベJレ
(ラベルナンパ 目 1-0) ¥ (ラベルナンパ 日 14ー0)

rd: u~を使うとa. i:由ラベル A蹴酷ラベJレ
のラインを水平芯地面[床〕垂 (ラベルナン'j(.一日-3-0+日ーlー0)
直芯建物と平行にします.

議 1ラベルを取り寄せるときは、ラベルナンパ をご連絡ください.
E ラベルナンバーI~，ラベルの右下に記越されています.

3ラベルナンバー白Oは、改訂ナンバーです.

[[J志しとや脚立にするとき

~警告 両側の聞き止め金具を確実にロックして
@ ください。crご使用前の点検J(5-'"ージ

を参照)
彊咽

函

聞き止め金具のロックが不十分で使うと脚

が開閉し、転倒や転落の恐れがあります。

ム警告 脚立を開閉するときに、可動部や回転部な

@ どで手をはさ闘いように注意してくだ
さい。

強制

けがをする恐れがあります。 ρ 

~ F荻 ~l

|6.脚立状態で設置するとき

A警告 脚立を高くするために、脚立にパイプや木

S 1d.どをつ主主いだり、台や箱の上に乗せたりし芯いでください。
.止

つ芯ぎ目が折れたり、台や箱が移動して、

転倒や転落の恐れがあります。

|7.はしご状態で立て掛けるとき

A危険はしとの裏面l志、
③ 絶対に使わない

でください。
鵬止

はしとが破損して、

圏 転倒や転落の危険

があります。

ム危険 はしとの立て掛け角度は、約75度にして

@ ください。
はしごを立てすぎると倒れ、ねかせすぎる

強制

と滑りますので、転倒や転落の危険があり

ます。

1::IfflIQん 九品 q

安全のために、必ず守っていただきたいこと
A注意 身体が下記の状態のときは、使わ芯いでく
③ ださい。

ことに記載されている注意事項を守らないと、死亡や重 -疲れているとき

大悲事故、製品の破損が生じる恐れがあります。
鶴止

-薬やお酒を飲んだとき

|1.使用条件について
-病気や妊娠しているとき

-身体に異常を感じるとき

~警告 はしご兼用脚立としての用途以外の使い 身体のバランスが保てす、転倒や転落の

かたをし砿いでください。 恐れがあります。

③ はしご兼用脚立は、高い所で作業するとき
-止 の足場として作られた「脚立jの用途と、 ~注意 この製品を人に貸すときは、取扱説明書も

建物などに立て掛けて高い所に昇り降り @ 共に貸し出してください。
する「はしご」の用途があります。「はしご」 取扱説明書には、安全に使用する上で特に

として使うときl品、作業をしないでくださ
量制

重要主主乙とが書かれていますので、よくご

い。使いかたを誤ったり、用途以外の使い 理解のうえ使うように指導してください。

かたをしますと、転倒や転落による重大芯
|2.ご使用に怒る前に

事故の恐れがあります。

ム警告 との製品は、本体表示ラベルでの最大使用

ど弘首告 使う前回、肝「ご使用前の点検(5ペー

@ ジを参照)Jを行い、異常の怒川とを確認
@ 質量の範囲内で使用してください。 してください。

体重と荷物の合計質量が、最大使用質量
強咽

異常のあるときは、絶対に使わ芯いでくだ
望悶邑

を超えるときは、使用しないでください。ま さい。重大な事故につながる恐れがあります。

た、荷物l志バランスが保てる程度の大きさ
や重さにしてください。 ど弘首告 変形したはしご兼用脚立を、使わ砿いでく

③ 

ださい。

d込書告 はしご兼用脚立を加工や改造しないでく 乙の製品はアルミ製です。曲がったアルミ
曹也

③ 

ださい。 材は曲げ直すと強度がいちじるしく低下し

重大芯事故を起とす恐れがあります。 ます。したがって、変形した製晶を修理して
寝止

使いますと、容易に折れたり曲がったり

ども警告 お子様や取扱説明書嘗告ラベルの内容が して、重大芯事故の原因に芯ります。

③ 
理解できない人には、使わせ芯いでくださ |3.運ぶときは

鶴止 い。

との製晶の取扱説明書や警告ラベルlこは、 ~注意 持ち運ぶときは、引きすったり、投げたり、

安全に使用する上で特lζ重要芯ことが書か
③ 

乱暴に扱わ砿いでください。

れていますので、内容が理解できない人が 乱暴に扱うと、変形やへとみ-破損の原因
-・止

使うと、重大な事故につながる恐れがあり lζ芯ります。

ます。 |4.設置する場所について

ども注意 使用に適した服装で使ってください。 ム危隙 設置するときや持ち運ぶときは、配電線に

@ 製品に引っ掛かったり、すそを踏みつける @ 注意してください。
恐れのある服装で使用し芯いでください。 乙の製品は電気を通しますので、配電線に

望"‘
強咽

~ 
触れると感電し、重大芯事故につ芯がる危

企注意 貼りつけてあるラベルが無くなったり、読 険があります。

s め砿く怒った製晶は使わ主主いでください。 ~警告 はしごや脚立が安定しない場所にl志、設置必す、弊社から新しいラベルを取り寄せ、
-止

8 しないでください。正しい位置に貼り、内容を理解してから使

ってください。ラベルを取り寄せるときは、 鶴血
設置場所が下記の状態では、はしごや脚立

ラベルのナンバー(["各部の芯まえJ(lぺ が傾いて転倒や転落の恐れがあります。

ージを参照))をご連絡ください。 -やわ5かい地面や壁で、はしごや脚立が
安定しない場所。
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A警告 はしごを水平にして、使わないでくだ A警告 脚立の支柱から身体を乗り出砿いでくだ
8 さい。

③ 

さい。

製晶が破損して、転倒や転落の恐れが 身体を乗り出すとバランスをくすして、転
鍵止

鵬止

あります。 倒や転落の恐れがあります。

A警告 はしごを長くするために、別のはしとや ~警告 身体の安定が得5れ砿いような荷物を持

③ 

パイプ・木芯どをつ砿いだり、台や箱の上に 8 って、昇D降りし砿いでください。
乗せたりしないでください。 バランスをくすして、転倒や転落の恐れが

調止

つ芯ぎ目が折れたり、台や箱が移動して、
..包

あります。そのよう芯荷物があるときは、

転倒や転落の恐れがあります。 背中に背負うなどして、両手両足が使える

状態にしてください。

ど弘首告 建物のはりや突き出

③ た壁に、lましさの先端 ど弘警告 使用中、脚立の上で壁や腕無理に押した

を立て掛l才て使わ芯 8 
D、引いたりしないでください。

寝止

いでください。 無理に押したり、引いたりすると、反動で
-也

はしごのし怠りや滑り 脚立が不安定になり、転倒や転落の恐れが

によって、はしごの先 あります。

端が外れ、転倒や転落の恐れがあります。

d込書告 脚立を折りたたんだまま、建物に立て掛け
d込書告 二つの脚立の聞に
8 板をかけて、足場

8 たり、水平にして使わ広いでください。 主主どに使わ芯いで
司凶包

不安定な使用のため、バランスをくすして、 ください。
鍵止

転倒や転落の恐れがあります。 踏ざん芯どが破損

したり、脚立が不安

A警告 電柱や木芯ど丸いものには、立て掛け芯い 定lこ怠って転倒や転落の恐れがあります。

s でください。踏ざんが直接あたると、はしごが不安定に ム注意 脚立は慎重に昇り降りし、脚立の途中から.It 
芯り、バランスをくすして、転倒や転落の ③ 飛び降りたM いでください。
恐れがあります。 傷害事故の恐れがあります。降りるときは、

.止

最下段の踏ざんまで使って慎重に降りてく
|8.脚立状態で昇D降りや作業するとき

ださい。

A危険 天板の端に乗ったり、爪
|9.はしご状態で昇り降りするときは

③ 

先立ちゃ片足で立た芯

いでください。 ど弘警告 はしごと建物の接
鍵止

[1J 

バランスをくすして、転 8 点より上の踏ざん
倒や転落の危険がありま や支柱に、体重をか

す。天板に乗るときは、 -也 け芯いでください。

身体が天板の中央に主主る はしごの接地側が持

ように乗ってください。 ち上がって不安定に

なり、転倒や転落の

A警告 同時に2人以上乗ら芯いでください。 恐れがあります。

s 脚立が不安定に芯り、転倒や転落の恐れがあります。 ど弘警告 同時に2人以上乗ら.It 
③ ないでください。

A警告 脚立を背にして、昇D降りし芯いでくださ はしごが不安定になり、転倒や転落の恐れ

③ぃ。
.止

があります。

身体が不安定になり、転倒や転落の恐れが
調止

あります。
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d込書告 はしごを背にしたり、手放しで昇り降りし
③ ないでください。

身体が不安定になり、転倒や転落の恐れが

銅止 あります。

d込書告 はしごの支柱か5身体を乗り出さないで
③ ください。

身体を乗り出すとバランスをくすして、転

鏑止 倒や転落の恐れがあります。

~警告身体の安定が得5れないよう砿荷物を¥9 持って、昇D降Dし砿いでください。
バランスをくすして、転倒や転落の恐れが

繍止 あります。そのよう芯荷物があるときは、

背中に背負うなどして、両手両足が使える

状態にしてください。

d込書告 はしごの上で壁や物を無理に押したり、
③ 引いたりしないでください。

壁芯どを無理に押したりすると、その反動

鍵止 ではしごが立ち上がったり、すれたりして、

バランスをくすして、転倒や転落の恐れが

あります。

意い山

(ω融
はしとは慎重に昇り降りし、lましとの途中

から、飛び降りたりしないでください。

傷害事故の恐れがあります。降りるときは、

最下段の踏ざんまで使って慎重に降りて

ください。

ご使用前の点検

はしご兼用脚立をお使いに怒る前には、下記の点検を行

い、異常の砿いことを確認してください。また、異常に

対して処置のできるものは、正しい処置をした後に使用

してください。

|1.目で見て、下配の点検をしてください。

①踏ざんにクリース・油・泥・雪水ペンキ芯ど、滑り

やすいものが付いてい芯いか

確認し、付いている場合はきれ が¥¥¥ 川¥¥¥
いに拭き取ってください。 位----Jt j十一司t
(7ページを参照) 曲制l仏 ω寸 ぞう

¥¥¥へごみ 11ミー
②支柱に曲がり・ねじれ・へとみが じ 日1/at:1h
ありませんか。ある場合は、絶対

に使わないで廃棄してください。

③踏ざんに曲がり・へこみがありま

せんか。ある場合は、絶対に使わ

拡いで廃棄してください。 ~ 
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はしご状態での使いかた

|1.はしごにするときとたたみかた

くはしごにするとき>

①はしご兼用脚立を折

りたたんだ状態のま

ま、床面に寝かせて

置いてください。

②上側の踏ざんを持つ

て、いっぱいまで聞

いてください。

③はしご兼用脚立を横向きに起とし、

左右の聞き止め金具をロック受け

ピンにロック部で確実にロックして

ください。

~注意 はしご兼用脚立を横向きに起こしたとき、
上から力を加えないでください。製品が

変形する恐れがあります。

〆

ザ:rグ:
くたたみかた>

①はしごを横向きlこ起こし、左右のロック部を解除して、

聞き止め金具を外して、折りたたんでください。

ム注意 横向きにしたとき、上から力を加え広い
でください。製品が変形する乙とがあり

ます。

~注意 はしごを折りたたむときl品、慎重に行って
ください。乱暴にしますと、変形や破損の

原因に芯ります。

④各部の接合部に割れやいちじるしい腐食がありません

か。また、取り付け部品の破損・脱落・変形・磨耗・いちじ

るしい腐食がありませんか。ある場合は、絶対に使わ

ないで廃棄してください。

⑤リベット・ねじ・ピンなどのゆるみや抜け落ちがあり

ませんか。ある場合は、絶対に使わ芯いで廃棄してく

ださい。

⑥滑り止めキャップ(支柱端具)が外れたり、すり減っ

たりしていませんか。外れたり、すり減ったりしてい

る場合は、絶対に使わないでください。必す弊社まで

と相談いただき、新しい滑り止めキャッブ(支柱端具)

と交換してください。

|2 下記の箇所を触って点検をしてください。

①各段の踏ざんをねじってみて、ガタツキが主主いか点検

してください。ガタツキがある場合は、絶対に使わ砿

いで廃棄してください。 / I 

IF雪下ω勺「
ヤ

|3 支柱を開閉して、下記の点検をしてく定さい。

①スム ズに開閉できますか。

スムーズに開聞でき芯いときは、

左右のヒンジ(回転金具)に泥や

セメント・ごみの噛み込みが芯いか

点検し、あれば取り除いてくだ

さい。

②左右のヒンジ(回転金具)のゆる

みやガタツキがありませんか。ガ

タツキがある場合は、ヒンジ(回

転金具)のゆるみや外れが考え

られますので、絶対に使わ主主い

で廃棄してください。

③左右の聞き止め金具l志、ロック受

けピンに確実にロックできますか。

確実lζロックでき芯い場合は、絶

対lこ使わ芯いで廃棄してください。

… 
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④支柱をいっぱいまで聞き、左右の聞き止め金具は、

ロック受けピンに確実にロックできますか。確実に

ロックでき芯い場合は、

絶対に使わ芯いで廃棄

してください。

|2 はしさの立て掛けかた

①はしとの表面が使えるように立て掛けてください。

※裏面には「この面は裏面です 使用禁止」の危険ラ

ベルが貼ってあります。

②はしとの立て掛け角度を約75度に調整します。

※75度の目安は、支柱に貼つであるf75度指示ラ

イン」を、水平な地面(床)・垂直な建物と平行に芯る

ようにしてください。

③はしごを正面から見て、まっすぐ(水平芯地面に90

度)Iこ立て掛けてください。

|3 はしさの昇りかた・降Dかた

・昇る前に、必す左右の聞き止め金具が確実に

ロックされているととを確認してください。

・はしとは、表面と裏面があります。昇る前に表面で

あることを確認してください。裏面には、「との面は

裏面です 使用禁止」のラベルが貼ってあります0

・運動靴芯ど、滑りにくいはき物をはいてください。

・身体の前面をはしご!こ向け、両手-両足を使って、

慎重慎重に昇り降りしてください。

・昇。降りに支障をきたすような荷物があるときは、

背中に背負う芯どして、両手を使えるようにし、身

体のバランスに注意しながら昇り降りしてください。

・はしごから屋根、屋根からはしごに乗り移るときは、

l志しとが不安定に芯ります。補助者がはしごを
しっかり支えて、安定させてください。

・はしごを使って降りるときは、 1段すつ踏ざんに
足を掛け、最下段の踏ざんまで使って慎重に降り

てください。

使用後のお手入れと保管のしかた

1 .お手入れのしかた

はしご兼用脚立にとって泥-汚水セメント石灰・海水は

大敵です。いつもきれいにしておいてください。

く掃除のしかた>

①汚れは、濡れぞうきんなどできれいに拭き取ってくだ

さい。

②汚れがいちじるしい場合は、水洗いした後、乾いた布

で拭いてください。

③油系の汚れはクUーナーや洗剤で落とした後、クリー

ナーや洗剤が残ら拡いように、きれいに拭き取ってく

ださい。

A注意 クリーナーや洗剤を付けたままにして
いますと腐食の原因になります。

2.保管のしかた

①雨や直射日光の当た5ない、風通しの良い乾燥した場
所を選んで保管してください。雨や直射日光が当ると、

各部の腐食や劣化により、強度低下の原因に砿ります。
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設置場所について

|1 .脚立状態で使うとき

.平坦で安定した場所、滑りにくい場所、また脚立が埋も

れ芯い場所を選んで設置してください。

-雨や水のかから芯い場所、強い風を受け芯い場所に

設置してください。

・脚立の周囲に危険な物がなく、バランスの良い作業

姿勢で使える位置に設置してください。

・設置後は脚立にガタツキが芯いか確認し、ある場合は

脚立の位置を移動してガタツキ芯どを取り除いてくだ

さい。

|2. Iましと状態で使うとき

・ガタツキがない安定した場所、滑りにくい場所、また

はしごが埋もれ芯い場所を選んで設置してください。

・雨や水のかから芯い場所、強い風を受け主主い場所に

設置してください。

・はしごの周囲に危険な物がなく、バランスの良い姿勢

で使える位置に設置してください。

・はしごとの接点が使用質量に十分耐えられ、横すべりや

ガタツキがないことを確認して、ある場合は、はしごの

位置を移動してガタツキなどを取り除いてください。

脚立状態での使いかた

|1 脚立にするときとたたみかた

く脚立にするとき>

①はしご兼用脚立の踏ざんを両手で

持ち、片方の支柱をほぼ垂直に立て

てください。

②もう一方の支柱を、右図のように聞

いてください。

※l志しご状態から脚立にする場合は、

左右の聞き止め金具を、下図のよう

に掛けてください。

聞き止め金具

~!l 山、 / 戸ヘロック状態

押し込むi/'b-..可'- V /sII凡 V /~ 
/マロック部 門::::--z........_....... /グ----
/お~jj ックするI' / グ 、

/口必受オピン / // I 11 

③標準タイプは、左右の聞き

止め金具を右図のように、↓

位置で上から押さえて、聞き

止め金具を確実lζセッ卜して

ください。

②本製品が濡れているときは、十分に乾燥させてから

保管してください。

~注意 ・保管中は、本製品の上に物を置かないで

S ください。変形の原因になります。-農薬やセメント-石灰の近くに本製品を
司岨L

置きますと、化学反応を起こして腐食の

原因になりますので、絶対に置かないで

ください。

『故障かな?Jと思ったら(不調診断)

〈現象〉 ・使ったときに、グラグラする。

点検する箇所 処置のしかた

支柱と踏ざんの接合部 ある場合は、使木地いで廃

に、ゆるみやガタツキが 棄してください。

ありませんか。

支柱とヒンジ(回転金具) ある場合は、使木M注いで廃
の接合部に、ゆるみやガ 棄してください。

タツキがありませんか。

〈現象〉 ・聞き止め金具が確実にロックできない。

-脚立がスムーズに開閉できない。

点検する箇所 処置のしかた

聞き止め金具に、変形が ある場合は、使ホ泣いで廃

ありませんか。 棄してください。

ロック部の機能がそ」な ある場合は、使木本いで廃

われるような破損や変 棄してください。

形、サピ付きがありませ

んか。

ロック受けピンに破損や ある場合は、使木M注いで廃
変形、脱落がありません 棄してください。

か。

支柱やヒンジ(回転金具) ある場合は、使木本いで廃

に変形治情りませんか。 棄してください。

ヒンジ(回転金具)がサピ サピ付いている場合は、回

付いていませんか。 転部に注油してください。

機能がそこなわれるよう

ないちじるしいサピ付き

がある場合は、使木地いで

廃棄してください。

くたたみかた>

【標準タイプ】

①左右の聞き止め金具を下図のように、↑位置で上に

あげて、金具を「への字」にしてください。

ロック部の解除

②両手で踏ざんを上図のように持ち、慎重に折りたた

んでください。

【一体式タイプ】

①左右のロック部を解除し、

聞き止め金具を外してくだ

さい。

②両手で踏ざんを左図C<脚
立にするとき>を参照)の

ように持ち、慎重に折りた

たんでください。

A警告
@ 

開聞は、慎重にゆっくり行ってください。

乱暴にしますと可動部や回転部芯どで

手をはさんだり、変形や破損の原因になり

ます。

|2.脚立の昇Dかた・降りかた・作業のしかた

a・

-昇る前に、必す左右の聞き止め金具が確実にロックさ

れていることを確認してください。

・運動靴芯ど、滑りにくい1cJ;き物をl志いてください。

・身体の前面を脚立の昇降面に向け、慎重に昇り降り

してください。

-荷物があるときは、背中に背負う芯どして、両手を使え

るようにしてください。

・天板に乗るときは、

身体が天板の中央lこ
くる位置に乗ってく

ださい。

・脚立の上で作業する

ときは、脚立の支柱

から身体を乗り出さ

芯いでください。

・降りるときは、飛び

降りすに1段すつ踏ざんに足を掛け、最下段の踏ざん
まで使って慎重に降りてください。

舟奥
富霊園
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〈現象〉 ・設置面が水平であるのに、ガタガタする。

点検する箇所 処置のしかた

脚元や先端が曲がって 曲がっている場合は、使わ

いませんか。 ないで廃棄してください。

滑り止めキャップ(支柱 外れたり、すり減ったりし

端具)が、外れたり、す ている場合は、使ホ泣いで

り減ったりしていませ ください。(弊社までご相

んか。 談ください。)

<現象> ・太きくガタガタしている。

点検する箇所 処置のしかた

全体に太きく曲がり桝2 ある場合は、使木地いで廃

じれがありませんか。 棄してください。

支柱や踏ざんに、曲がり ある場合は、使木地いで廃

やへこみなどの変形はあ 棄してください。

りませんか。

〈現象〉 ・折りたたんだとき、合わされる脚に大きな

ズレがある。

点検する箇所 処置のしかた

ヒンジ(回転金具)に変 ある場合は、使ホ泣いで

形がありませんか。 廃棄してください。

ヒンジ(回転金具)を止 ゆるんだり外れたりし

めているリベットが、ゆ ている場合は、使わない

るんだり外れたりしてい で廃棄してください。

ませんか。

作品(守

製晶に異常があった場合、自分の判断で、

手直しゃ補修は絶対にし芯いでください。

一度変形した本体や金具l品、いちじるしく

強度が落ちており、手直ししても本体や金

具の破損が起こり、転倒や転落による人身

事故の原因!こ芯ります。

干569・8510 大阪府高槻市三島江1-1・1

お客様相談室 0120-302-669 

AM10:00-PM4:00 

ただし PM12:00-PM1:00及び土・日・祝を除〈
;>K .. この取扱部現園田弘軽金属製品協会由笠置・t;t酔したものです。無断転用を
楓ユます。
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